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水平から角度θ傾いた斜面を摩擦なく下る質点は、斜面方向に ＝ sinθとa g
xいう一定の加速度で等加速度運動を行います。出発点を原点とし、水平方向に

軸、鉛直下方に 軸をとると、質点の加速度の 成分はそれぞれy x,y
＝ sinθcosθ ＝ sinθ ‥‥‥①a g a gx y

2

となります。初速度０の場合、 秒後の位置座標はt
＝ /2・sinθcosθ・ ＝ /2・sinθ・ ‥‥‥②x g t y g t2 2 2

で与えられます。
いま、原点から下る、様々な傾きをもつたくさんの斜面が放射状にあって、そ

のそれぞれに沿って、一つずつの質点が一斉に滑り下るものとします。任意の時
刻におけるこれらの質点の分布はどうなっているのでしょう。もちろん、鉛直下
方に向かって自由落下する質点が最も速く進みますが、他の点はどういう進み方
をするのでしょう。
式②の両式から、時刻 を消去するために、それぞt

れを２乗して加えます。
＋ ＝ /4（sinθcosθ＋sinθ）x y g t2 2 2 4 2 2 4

＝ /4・sinθ（cosθ＋sinθ）g t2 4 2 2 2

＝ /4・sinθg t2 4 2

gt y＝ /2・2

この式はさらに次のように変形できます。
＋（ /4）＝（ /4） ‥‥‥③x y gt gt2 － 2 2 2 2

式③は、座標（０， /4）に中心を持つ、半径がgt 2

/4の円の方程式ですから、全ての質点は、どの時刻gt 2

にも、原点と、鉛直自由落下する点を結ぶ線分を直径
に持つような円周上にあるということになります。
別の言い方をすると、鉛直面内の円の頂上から放射状に多数の弦を引き、それ

ぞれの弦に沿って、頂点から一斉に質点を滑らせるとき、全ての点は同時に反対
側の円周に達するというわけです。
この面白い性質は、１７世紀の

ガリレオ・ガリレイによってすで
に見いだされていました。そこで
この小論の見出しは「ガリレオの
定理」としました。

試みに、百円ショップで購入し
た金属の丸いお盆に、ナットを通
した金属線を弦のように張り渡し、
写真のような実験器具を作ってみ
ました。頂点近くからナットを一
斉に滑らせると、全てのナットが
ほぼ同時に向かい側の壁を打つ音
が聞こえます。ガリレオは正しか
ったのです。
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